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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部が密閉された矩形箱形のバッテリケースと、
　前記バッテリケース内に収納され、複数の電池セルの集合体である電池モジュールと、
　前記バッテリケースと前記電池モジュールとの間に、前記バッテリケースの内壁面の側
面全体を覆う状態で配置された筒状の耐熱シートと、
を具備し、
　前記耐熱シートは、前記バッテリケースの内部に空気が侵入することを防止する空気侵
入防止シートを構成し、
　前記バッテリケースは、
　上面が開口され、前記電池モジュールが収容された矩形箱形の下ケースと、
　下面が開口され、前記下ケースの上面開口部を閉塞する状態で、前記下ケースと接合さ
れた矩形箱形の上ケースと、を有し、
　前記耐熱シートは、少なくとも、接合部分及び縦辺の部分を覆う状態で配置され、前記
接合部分は、前記バッテリケースの前記下ケースと前記上ケースとの間を接合する横辺の
接合部分であり、前記縦辺の部分は、前記バッテリケースの隣接する側面間の縦辺の部分
であり、
　前記耐熱シートは、１枚のシート本体をＬ字状に屈曲させた４枚のＬ字状部材を互いに
一部重なる部分を設けた状態で、矩形枠状に組み合わせたものであり、隣接する２つの前
記Ｌ字状部材の重なる部分は互いに移動可能である、
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　バッテリ。
【請求項２】
　前記耐熱シートは、ポリイミド樹脂、またはテフロン（登録商標）樹脂で形成される、
　請求項１に記載のバッテリ。
【請求項３】
　前記耐熱シートは、前記バッテリケースに対して移動可能に取り付けられている
　請求項１に記載のバッテリ。
【請求項４】
　前記耐熱シートは、前記電池モジュールの周囲に移動可能に取り付けられている
　請求項１に記載のバッテリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、バッテリパックなどのバッテリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　バッテリの矩形箱形のバッテリケース内には、複数の電池セルの集合体である電池モジ
ュールが収容されている。このバッテリは、落下や、圧壊等が生じた場合、バッテリケー
スや、バッテリケースの内部の電池セルが破損し、バッテリケース内に収納されている電
池セルの内部で短絡が発生する。これにより、電池セルの電解液が高温の可燃性ガスとな
って吹き出す。そして、その吹き出した可燃性ガスに、バッテリケース内の短絡により生
じた火花が引火して発火に至ることがある。このような発火を防止することが、バッテリ
の安全上必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２３５７２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　バッテリに、落下や、圧壊などの外乱が加わる場合、角型のバッテリケースの角部に応
力集中が生じ、それに沿ってバッテリケースの破断、亀裂が進展する。一般的には、角型
のバッテリケースの隣接する側面間の接合部などの縦辺や、上ケースと下ケースとの接合
部などの横辺にクラック（亀裂）が生じる。
【０００５】
　図１１Ａ、図１１Ｂ、図１１Ｃ、及び図１１Ｄは、バッテリ１１Ａのバッテリケース１
１の割れ方を説明するための説明図である。図１１Ａは、バッテリ１１Ａに上下方向から
押圧する方向の力Ｆ１、Ｆ２が加わった状態を示す。図１１Ｂは、図１１Ａの力によりバ
ッテリケース１１が圧潰された状態を示す。また、図１１Ｃは、鉛直方向に立設された壁
３にバッテリ１１Ａを押し付ける状態に横方向から押圧する方向の力Ｆ３が加わった状態
を示す。図１１Ｄは、図１１Ｃの力によりバッテリケース１１が圧潰された状態を示す。
【０００６】
　図１１Ｂでは、バッテリケース１１の隣接する側壁部２ｃ間の接合部分２ｄなどの縦辺
や、上ケース１２と下ケース１３との接合部分２ｅなどの横辺にクラック（亀裂）が生じ
、大きな割れ目２ｆが発生する。図１１Ｄでも同様に、バッテリケース１１の隣接する側
壁部２ｃ間の接合部分２ｄなどの縦辺や、上ケース１２と下ケース１３との接合部分２ｅ
などの横辺にクラック（亀裂）が生じ、大きな割れ目２ｆが発生する。
【０００７】
　上述したバッテリケース１１の割れ目２ｆからは外部の空気がバッテリケース１１の内
部に侵入する可能性がある。そして、セルの内部から気体となって吹き出した可燃性ガス
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は、バッテリケース１１内の短絡によって生じる火花と、外部から侵入する空気中の酸素
の３条件が整うことによって、発火に至る可能性がある。
【０００８】
　実施形態は、落下や圧壊等で、バッテリケース、内部のセルが破損し、セルの内部から
可燃性ガスが気体となって吹き出した場合に、発火を防止することができるバッテリを提
供することが課題である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　実施形態によれば、バッテリは、内部が密閉された矩形箱形のバッテリケースと、前記
バッテリケース内に収納され、複数の電池セルの集合体である電池モジュールと、前記バ
ッテリケースと前記電池モジュールとの間に、前記バッテリケースの内壁面の側面全体を
覆う状態で配置された筒状の耐熱シートと、を備える。前記耐熱シートは、前記バッテリ
ケースの内部に空気が侵入することを防止する空気侵入防止シートを構成する。
　前記バッテリケースは、上面が開口され、前記電池モジュールが収容された矩形箱形の
下ケースと、下面が開口され、前記下ケースの上面開口部を閉塞する状態で、前記下ケー
スと接合された矩形箱形の上ケースと、を有する。
　前記耐熱シートは、少なくとも、接合部分及び縦辺の部分を覆う状態で配置される。前
記接合部分は、前記バッテリケースの前記下ケースと前記上ケースとの間を接合する横辺
の接合部分である。前記縦辺の部分は、前記バッテリケースの隣接する側面間の縦辺の部
分である。前記耐熱シートは、１枚のシート本体をＬ字状に屈曲させた４枚のＬ字状部材
を互いに一部重なる部分を設けた状態で、矩形枠状に組み合わせたものであり、隣接する
２つの前記Ｌ字状部材の重なる部分は互いに移動可能である。
 
 
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、第１の実施形態のバッテリ全体の概略構成を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１のバッテリの内部構造を示す縦断面図である。
【図３】図３は、図１のバッテリの分解斜視図である。
【図４】図４は、図１のバッテリ内に組み込まれた耐熱シートの装着状態を示す横断面図
である。
【図５】図５は、図４のバッテリ内のバッテリモジュールが膨張した状態を示す横断面図
である。
【図６Ａ】図６Ａは、バッテリケースに耐熱シートを装着する装着構造の変形例を示す斜
視図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａに示す装着構造を拡大して示す斜視図である。
【図６Ｃ】図６Ｃは、図６Ｂに示すＦ６Ｃ－Ｆ６Ｃ線断面に沿ってバッテリを切断した状
態を示す断面図である。
【図７】図７は、耐熱シートの第１の変形例を示す斜視図である。
【図８】図８は、耐熱シートの第２の変形例を示す斜視図である。
【図９】図９は、耐熱シートの第３の変形例を示す斜視図である。
【図１０】図１０は、第２の実施形態のバッテリの要部構成を示す斜視図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、バッテリのバッテリケースの割れ方を説明するための説明図で
ある。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、バッテリのバッテリケースの割れ方を説明するための説明図で
ある。
【図１１Ｃ】図１１Ｃは、バッテリのバッテリケースの割れ方を説明するための説明図で
ある。
【図１１Ｄ】図１１Ｄは、バッテリのバッテリケースの割れ方を説明するための説明図で
ある。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１乃至図５は、第１の実施形態を示す。図１は、第１の実施形態のバッテリ全体の概
略構成を示す斜視図である。図２は、図１のバッテリの内部構造を示す縦断面図である。
図３は、図１のバッテリの分解斜視図である。図４は、図１のバッテリ内に組み込まれた
耐熱シートの装着状態を示す横断面図である。図５は、図４のバッテリ内のバッテリモジ
ュールが膨張した状態を示す横断面図である。
【００１２】
　本実施形態のバッテリ１１Ａのバッテリケース１１は、上ケース１２と、下ケース１３
と、圧力リリーフ部１６とを有する。図２に示すように下ケース１３は、上面開口部１３
ａが形成された矩形箱形の筺体である。この下ケース１３は、矩形平板状の底板１３ｂと
、前後左右の４面を構成する側壁部１３ｃ、１３ｄ、１３ｅ、１３ｆとを有する。
【００１３】
　下ケース１３の内部には、図３に示すように、複数の電池セル１４の集合体である電池
モジュール１５が収容されている。電池セル１４は、セル缶またはラミネート膜などに、
例えば渦巻き状に巻回している電極本体（コイル）や、電解液などが収容されている。電
池モジュール１５の上面側には、制御基板１７、バスバ、その他の構造材などが配置され
ている。
【００１４】
　上ケース１２は、下面開口部１２ａが形成された矩形箱形の筺体である。この上ケース
１２は、上面板１２ｂと、前後左右の４面を構成する側壁部１２ｃ、１２ｄ、１２ｅ、１
２ｆとを有する。そして、下ケース１３の上端部、換言すると上面開口部１３ａ側の端部
と、上ケース１２の下端部、換言すると下面開口部１２ａ側の端部と、を当接させた状態
で、上ケース１２と下ケース１３とが、ねじで固定される。これにより、上ケース１２と
下ケース１３とが接合される。このとき、下ケース１３と上ケース１２との間は、図示し
ないパッキンによって密閉され、バッテリケース１１の内部が密閉される。
【００１５】
　上ケース１２には、上面に正極端子１８と、負極端子１９と、圧力リリーフ部１６など
が設けられている。図２に示すように正極端子１８は、電池モジュール１５の正極タブ２
０に接続されている。負極端子１９は、電池モジュール１５の負極タブ２１に接続されて
いる。
【００１６】
　圧力リリーフ部１６は、バッテリケース１１の内部の防水性を保持しながら、バッテリ
ケース１１の内外気を通気させる防水通気フィルタによって形成される。この防水通気フ
ィルタは、例えば、多孔質ＰＴＦＥ膜を有する。そして、圧力リリーフ部１６は、周囲大
気の気圧変化や、温度上昇などによるバッテリケース１１の内部圧力の変化に対しては、
防水性を保持しながら、内外気を通気させて、換言すると入れ替えて、バッテリケース１
１の内外に気圧差をかけない構造になっている。
【００１７】
　また、本実施形態では、バッテリケース１１と電池モジュール１５との間に耐熱シート
２２が配置されている。この耐熱シート２２は、例えばポリイミド樹脂、またはテフロン
（登録商標）樹脂で形成される。耐熱シート２２は、バッテリケース１１の内部に外部か
ら空気が侵入することを防止する空気侵入防止シートを構成する。
【００１８】
　耐熱シート２２は、図３に示すように１枚のシート本体２２ａをＬ字状に屈曲させた４
枚のＬ字状部材２３を互いに一部重なる部分を設けた状態で、矩形枠状に組み合わせたも
のである。換言すると、耐熱シート２２の周方向に隣接する２つのＬ字状部材２３のそれ
ぞれの一部が、互いに重なる。本実施形態では、矩形枠状に組み合わせた４枚のＬ字状部
材２３は、バッテリケース１１の内壁面の側面全体を覆う状態で配置されている。
【００１９】
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　なお、ここで言う側面とは、バッテリ１１Ａの内部空間を構成する内壁面のうち、側壁
部１３ｃ、１３ｄ、１３ｅ、１３ｆと、側壁部１２ｃ、１２ｄ、１２ｅ、１２ｆと、によ
り構成された面である。
【００２０】
　本実施形態では、各Ｌ字状部材２３の表面の複数個所には、粘着力が比較的弱い例えば
両面テープ２４の一面側が貼着される。これらの両面テープ２４の他面側がバッテリケー
ス１１の内壁面に貼着される。これにより、耐熱シート２２は、バッテリケース１１の内
壁面に比較的弱い力で固定される。
【００２１】
　なお、図４に示すように隣接するＬ字状部材２３の重なり部分２５は、互いに接合され
ず、互いに自由に移動可能な状態で保持されている。換言すると、互いに対向する２つの
部分２５の互いに対向する面には両面テープ２４は貼着されていない。
【００２２】
　さらに、耐熱シート２２は、少なくともバッテリケース１１の下ケース１３と上ケース
１２との間を接合する横辺の接合部分と、バッテリケース１１の隣接する側面間を接合す
る縦辺の接合部分とを覆う状態で配置されている。なお、横辺の接合部分とは、本実施形
態では、上ケース１２の下端面と下ケース１３の上端面とにより構成された、互いに接触
する面である。
【００２３】
　次に、バッテリ１１Ａのバッテリケース１１の割れ方を、図１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ、
１１Ｄを用いて説明する。なお、図１１Ａ、１１Ｂ、１１Ｃ、１１Ｄは、バッテリ１１Ａ
のバッテリケース１１の割れ方を説明するための説明図である。なお、図１１Ａ乃至図１
１Ｄでは、上ケース１２及び下ケース１３は、その概略が示されており、圧力リリーフ部
１６と、正極端子１８と、負極端子１９と、は、省略されている。
【００２４】
　図１１Ａは、バッテリ１１Ａに上下方向から押圧する方向の力Ｆ１、Ｆ２が加わった状
態を示す。図１１Ｂは、図１１Ａに示された力Ｆ１，Ｆ２によりバッテリケース１１が一
部破壊された状態を示す。
【００２５】
　図１１Ｃは、バッテリ１１Ａが鉛直方向に立設された壁３に横方向から押し付けられ、
かつ、バッテリ１１Ａに、横方向から押圧する力Ｆ３が加わった状態を示す。図１１Ｄは
、図１１Ｃに示された力Ｆ３により、バッテリケース１１が一部破壊された状態を示す。
【００２６】
　図１１Ｂに示すように、バッテリ１１Ａに力Ｆ１及び力Ｆ２が作用することにより、バ
ッテリケース１１の４つの側壁部２ｃの、周方向に隣接する２つの側壁部２ｃの接合部分
２ｄなどの縦辺や、上ケース２ａと下ケース２ｂとの接合部分２ｅなどの横辺にクラック
（亀裂）が生じ、大きな割れ目２ｆが発生する。
【００２７】
　なお、バッテリケース１１の４つの側壁部２ｃの１つは、上ケース１２の側壁部１２ｃ
、及び下ケース１３の側壁部１３ｃにより構成される。他の１つの側壁部２ｃは、側壁部
１２ｄ、及び側壁部１３ｄにより構成される。他の１つの側壁部２ｃは、側壁部１２ｅ、
及び側壁部１３ｅにより構成される。他の１つの側壁部２ｃは、側壁部１２ｆ、及び側壁
部１３ｆにより構成される。
【００２８】
　図１１Ｄも同様に、バッテリケース１１の隣接する側壁部２ｃ間の接合部分２ｄなどの
縦辺や、上ケース１２と下ケース１３との接合部分２ｅなどの横辺にクラック（亀裂）が
生じ、大きな割れ目２ｆが発生する。なお、接合部分２ｄは、隣接する２つの側壁部２ｃ
間の角部である。
【００２９】
　次に、上記構成の本実施形態のバッテリ１１Ａの作用について説明する。本実施形態の
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バッテリ１１Ａに、落下や、圧壊などにより外乱が加わった場合、角型のバッテリケース
１１の角部に応力が集中し、バッテリケース１１の破断、亀裂が伸展する場合がある。具
体的には、図１１Ｂ及び図１１Ｄに示すように、角型のバッテリケース１１の隣接する側
壁部２ｃ間の接合部分２ｄなどの縦辺や、上ケース１２と下ケース１３との接合部分など
の横辺にクラック（亀裂）が生じる。
【００３０】
　例えば、図１１Ａに示すように、バッテリ１１Ａに上下方向からの押圧力Ｆ１、Ｆ２が
加わったり、図１１Ｃに示すように、バッテリ１１Ａに、当該バッテリ１１Ａを壁３に押
し付ける横方向からの押圧力Ｆ３が加わる場合がある。このような場合は、バッテリケー
ス１１の隣接する側壁部２ｃ間の接合部分２ｄなどの縦辺や、上ケース１２と下ケース１
３との接合部分２ｅなどの横辺にクラック（亀裂）が生じ、大きな割れ目２ｆが発生する
可能性がある。
【００３１】
　このとき、バッテリケース１１の内部では、電池セル１４のコイルが破断し、電池セル
１４の内部短絡が発生する可能性がある。これにより、電池セル１４の電解液が気体とな
り可燃性ガスとして吹き出す。そのため、図５に示すように電池モジュール１５全体が、
膨張する現象が生じる。
【００３２】
　また、電池セル１４内の可燃性ガスは、電池セル１４の図示しない安全弁から電池セル
１４の外部に吹き出す。このため、バッテリケース１１の内圧が高まり、この圧力により
、耐熱シート２２は、バッテリケース１１の内面に押し付けられた状態で保持される。
【００３３】
　さらに、耐熱シート２２は、バッテリケース１１の内壁面に両面テープ２４により比較
的弱い力で固定されている。そのため、仮に、図１１Ｂ及び図１１Ｄに示すように、バッ
テリケース１１に割れ目２ｆが発生しても、バッテリケース１１に対して図５中に矢印で
示すように耐熱シート２２が滑る、あるいは耐熱シート２２自体が伸びる。
【００３４】
　これにより、耐熱シート２２がバッテリケース１１の割れ目２ｆの発生と一緒に破れる
ことを防止できるので、バッテリケース１１の割れ目２ｆを耐熱シート２２によって塞ぐ
ことができる。
【００３５】
　このように、上記構成の本実施形態のバッテリ１１Ａでは、バッテリケース１１に割れ
目２ｆが発生した場合にバッテリケース１１の割れ目２ｆを塞ぐ耐熱シート２２によって
、バッテリケース１１の割れ目２ｆからバッテリケース１１の内部へ空気が侵入すること
を防止できる。
【００３６】
　そのため、バッテリケース１１の割れ目２ｆからバッテリケース１１の内部へ侵入する
外部空気中の酸素と、電池セル１４の内部から気体となって吹き出した可燃性ガスと、バ
ッテリケース１１の電池セル１４内の短絡によって生じる火花と、がそろうことを防止で
きる。その結果、バッテリケース１１に割れ目２ｆが発生した場合であってもバッテリ１
１Ａの発火を防止することができる。
【００３７】
　また、本実施形態のバッテリ１１Ａでは、耐熱シート２２は、バッテリケース１１の内
壁面に固定する構成にしたので、電池モジュール１５とバッテリケース１１とを組み付け
る前に、耐熱シート２２をバッテリケース１１の内壁面に固定する作業を行うことができ
る。
【００３８】
　そのため、バッテリ１１Ａの製造時に、電池モジュール１５とバッテリケース１１とを
組み付ける作業時に同時にバッテリケース１１と電池モジュール１５との間に耐熱シート
２２を装着する場合に比べて、耐熱シート２２の装着作業を容易に行うことができる。
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【００３９】
　図６Ａは、第１の実施形態のバッテリ１１Ａのバッテリケース１１に耐熱シート２２を
装着する装着構造の変形例を示す斜視図である。なお、図６Ａ中で、図１乃至図５と同一
部分には同一の符号を付してその説明を省略する。
【００４０】
　第１の実施形態では、バッテリケース１１の内壁面に両面テープ２４により耐熱シート
２２を比較的弱い力で固定する構成を示した。これに対し、本変形例では、例えば、下ケ
ース１３の内壁面にフック部３１を形成し、耐熱シート２２のＬ字状部材２３に、このフ
ック部３１と図５に示すようにバッテリケース１１の膨張に伴いスライド可能な状態で緩
く係合する係合部３２を設けたものである。
【００４１】
　図６Ｂは、フック部３１が係合部３２に係合した状態を拡大して示す斜視図である。図
６Ｂでは、フック部３１が係合される前の係合部３２を２点鎖線で示している。図６Ｃは
、図６Ｂに示すＦ６Ｃ－Ｆ６Ｃ線断面に沿って切断した状態を示す、バッテリ１１Ａの断
面図である。
【００４２】
　フック部３１は、図６Ｂ及び図６Ｃに示すように、下ケース１３の内壁面から内側に向
かって延出した例えば板状の第１の部分３１ａ、及び第１の部分３１ａから上方に延出し
た例えば板状の第２の部分３１ｂを有している。このように構成されたフック部３１は、
一例として、一枚の板部材を折り曲げることにより構成することが可能である。
【００４３】
　係合部３２は、耐熱シート２２との間に、図第２の部分３１ｂの一部を配置し、かつ第
２の部分３１ｂを係合部３２に対して移動可とする隙間Ｓを有している。
【００４４】
　なお、ここでいう移動方向は、バッテリケース１１の、図５、図１１Ｂ、または、図１
１Ｄに示すような変形に伴う移動方向であり、左右方向、及び上下方向を含む。左右方向
は、側壁部２ｃの並ぶ方向である。
【００４５】
　第２の部分３１ｂと係合部３２とが、互いに左右方向に移動可能となるので、バッテリ
ケース１１に対して耐熱シート２２が左右方向に移動可能となる。係合部３２は、例えば
、左右両端部３２ａを耐熱シート２２が固定され、かつ、これら両端部３２ａの間の部分
３２ｂと耐熱シート２２との間に隙間Ｓを設けた構成を有している。部分３２ｂの左右方
向の長さは、第２の部分３１ｂの左右方向の長さより長い。
【００４６】
　本変形例でも、第１の実施形態と同様に、仮に、図１１Ｂ及び図１１Ｄに示すようにバ
ッテリケース１１に割れ目２ｆが発生しても、バッテリケース１１に対して図５中に矢印
で示すように下ケース１３のフック部３１と、耐熱シート２２の係合部３２との間で左右
方向に耐熱シート２２を滑らせることができる。これにより、図１１Ｂ及び図１１Ｄに示
すように耐熱シート２２がバッテリケース１１の割れ目２ｆの発生と一緒に破れることが
防止できるので、バッテリケース１１の割れ目２ｆを耐熱シート２２によって塞ぐことが
できる。
【００４７】
　図７は、第１の実施形態のバッテリ１１Ａの耐熱シート２２の第１の変形例を示す斜視
図である。第１の実施形態では、４枚のＬ字状部材２３を互いに一部重なる部分を設けた
状態で、矩形状に組み合わせた構成を示した。これに対し、本変形例の耐熱シート４１は
、１枚のシート本体４１ａを筒状に折り曲げて成形したものである。本変形例でも、第１
の実施形態と同様の効果が得られる。さらに、本変形例では、耐熱シート４１の製造を容
易に行うことができ、コスト低下を図ることができる。
【００４８】
　図８は、第１の実施形態のバッテリ１１Ａの耐熱シート２２の第２の変形例を示す斜視
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図である。本変形例の耐熱シート５１は、１枚のシート本体５１ａを電池モジュール１５
の周囲に複数回巻き付けたものである。本変形例でも、第１の実施形態と同様の効果が得
られる。さらに、本変形例では、耐熱シート５１の製造および電池モジュール１５への組
み付け作業を容易に行うことができ、コスト低下を図ることができる。
【００４９】
　図９は、耐熱シート２２の他の変形例を示す平面図である。本変形例は、図７に示す第
１の変形例の耐熱シート４１のシート本体４１ａ全体をほぼ波型形状、あるいは不連続な
凹凸形状の皺加工した皺加工部４２を設けて柔軟性を持たせたものである。本変形例でも
、第１の変形例の耐熱シート４１と同様の効果が得られる。
【００５０】
　図１０は、第２の実施形態のバッテリの要部構成を示す斜視図である。なお、図１０中
で、図１乃至図５と同一部分には同一の符号を付してその説明を省略する。本実施形態は
、電池モジュール１５の前後左右の４面にそれぞれ複数の係合ピン６１を設けている。係
合ピン６１は、本実施形態では、電池モジュール１５の１面に例えば２つ設けられている
。１面に形成される２つの係合ピン６１は、上下方向に並んでいる。
【００５１】
　各係合ピン６１は、軸部６１ａと、抜け止め部６１ｂと、を有している。軸部６１ａの
軸方向の長さは、耐熱シート２２の２枚分の厚みよりも長い。
【００５２】
　抜け止め部６１ｂは、軸部６１ａの頭部に形成されている。抜け止め部６１ｂは、軸部
６１ａに対して、軸部６１ａの軸方向に直交する方向に突出する形状を有している。本実
施形態では、軸部６１ａ及び抜け止め部６１ｂは、それぞれ、同軸上に配置された円柱状
に形成されている。そして、抜け止め部６１ｂの外径は、軸部６１ａの外径よりも大きい
。
【００５３】
　さらに、本実施形態では、第１の実施形態と同様の４つのＬ字状部材２３を互いに一部
重なる部分を設けた状態で、矩形状に組み合わせたものが使用される。この耐熱シート２
２には、電池モジュール１５の係合ピン６１と係脱可能に係合する係合穴部６２が設けら
れている。本実施機体では、電池モジュール１５の１つの面に２つの係合ピン６１が設け
られることから、耐熱シート２２の２片のそれぞれに、２つの係合穴部６２が形成されて
いる。
【００５４】
　この係合穴部６２には、係合ピン６１の抜け止め部６１ｂを挿通可能な挿通部６２ｂと
、この挿通部６２ｂに連通する細溝部６２ａとが形成されている。細溝部６２ａは、係合
ピン６１の軸部６１ａが挿通可能であり、かつ、抜け止め部６１ｄが挿通不可能に構成さ
れている。細溝部６２ａは、挿通部６２ｂの上端に連通している。
【００５５】
　細溝部６２ａは、図５，図１１Ｂ、または図１１Ｄに示すようにバッテリケース１１が
変形したときに、当該バッテリケース１１の変形に伴って電池モジュール１５に対して耐
熱シート２２が移動可能な長さを有している。
【００５６】
　細溝部６２ａは、本実施形態では一例として、挿通部６２ｂの上端から左右方向延出し
ている。この為、係合穴部６２は、略Ｔ字状に構成されている。
【００５７】
　そして、耐熱シート２２の隣接する２つの耐熱シート２２のそれぞれの挿通部６２ｂに
係合ピン６１の抜け止め部６１ｂを挿通させる。挿通部６２ｂ内に抜け止め部６１ｂを挿
通させると、２つの耐熱シート２２が自重により係合ピン６１に対して下がる。２枚の耐
熱シート２２が係合ピン６１に対して下がることにより、係合ピン６１の軸部６１ａが、
細溝部６２ａ内に移動可能となる。
【００５８】
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　このように、複数の係合ピン６１のそれぞれの軸部６１ａが、２つの耐熱シート２２の
それぞれの１つの係合穴部６２の細溝部６２ａ内に移動可能となる。このように、４枚の
耐熱シート２２が電池モジュール１５の周囲に移動可能に取り付けられる。なお、図１０
中、２点鎖線で、電池モジュール１５に取り付けられた４枚のうち２枚のＬ字状部材２３
を示す。
【００５９】
　なお、本変形例では、耐熱シート２２は、２片のそれぞれの２つの係合穴部６２のそれ
ぞれに係合ピン６１を挿通可能とする為、電池モジュール１５への取り付け作業の際に曲
げることが可能に構成されている。
【００６０】
　その後、耐熱シート２２は、予め電池モジュール１５の前後左右の４面に貼り付けた状
態で、電池モジュール１５と一体的に下ケース１３内に収納される。これにより、バッテ
リケース１１と電池モジュール１５との間の隙間に耐熱シート２２が配置される。なお、
耐熱シート２２は、バッテリケース１１と電池モジュール１５との間の隙間に、バッテリ
ケース１１と電池モジュール１５との間で移動可能な状態でセットされる。ここでいう移
動可能な状態とは、上述したように、電池モジュール１５の係合ピン６１の軸部６１ａが
、２つの耐熱シート２２のそれぞれの１つの係合穴部６２の細溝部６２ａ内に配置された
状態、または、細溝部６２ａの間に配置される状態である。この状態では、軸部６１ａが
細溝部６２ａに沿って移動可能となるので、２つの耐熱シート２２が、それぞれ、電池モ
ジュール１５に対して移動可能となる。
【００６１】
　本実施形態でも、第１の実施形態と同様に、仮に、図１１Ｂ及び図１１Ｄに示すように
バッテリケース１１に割れ目２ｆが発生した場合であっても、バッテリケース１１に対し
て図５中に矢印で示すように下ケース１３と耐熱シート２２との間で耐熱シート２２を滑
らせることができる。これにより、耐熱シート２２がバッテリケース１１の割れ目２ｆの
発生と一緒に破れることが防止できるので、バッテリケース１１の割れ目２ｆを耐熱シー
ト２２によって塞ぐことができる。
【００６２】
　したがって、バッテリケース１１に割れ目２ｆが発生した場合であってもバッテリ１１
Ａの発火を防止することができる。
【００６３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
　以下に、本願出願当初の特許請求の範囲に記載された発明と同等の記載を付記する。
［１］
　内部が密閉された矩形箱形のバッテリケースと、
　前記バッテリケース内に収納され、複数の電池セルの集合体である電池モジュールと、
　前記バッテリケースと前記電池モジュールとの間に、前記バッテリケースの内壁面の側
面全体を覆う状態で配置された筒状の耐熱シートと、
を具備するバッテリ。
［２］
　前記バッテリケースは、
　上面が開口され、前記電池モジュールが収容された矩形箱形の下ケースと、
　下面が開口され、前記下ケースの上面開口部を閉塞する状態で、前記下ケースと接合さ
れた矩形箱形の上ケースと、を有し、
　前記耐熱シートは、少なくとも、接合部分及び縦辺の部分を覆う状態で配置されている
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横辺の接合部分である、前記縦辺の部分は、前記バッテリケースの隣接する側面間の縦辺
の部分である、
　［１］に記載のバッテリ。
［３］
　前記耐熱シートは、ポリイミド樹脂、またはテフロン樹脂で形成され、
　前記バッテリケースの内部に空気が侵入することを防止する空気侵入防止シートである
　［１］に記載のバッテリ。
［４］
　前記耐熱シートは、前記バッテリケースに対して移動可能に取り付けられている
　［１］に記載のバッテリ。
［５］
　前記耐熱シートは、１枚のシート本体を筒状に折り曲げて成形したものである
　［１］に記載のバッテリ。
［６］
　前記耐熱シートは、シート本体全体を皺加工して柔軟性を持たせたものである［５］に
記載のバッテリ。
［７］
　前記耐熱シートは、１枚のシート本体をＬ字状に屈曲させた４枚のＬ字状部材を互いに
一部重なる部分を設けた状態で、矩形枠状に組み合わせたものである［１］に記載のバッ
テリ。
［８］
　前記耐熱シートは、前記電池モジュールの周囲に複数回巻き付けたものである［１］に
記載のバッテリ。
［９］
　前記耐熱シートは、前記電池モジュールの周囲に移動可能に取り付けられている
　［１］に記載のバッテリ。
【符号の説明】
【００６４】
　２ｄ…接合部分、２ｅ…接合部分、２ｆ…割れ目、３…壁、１１…バッテリケース、１
１Ａ…バッテリ、１１ａ…ケース本体、１２…上ケース、１２ａ…下面開口部、１２ｂ…
上面板、１２ｃ…側壁部、１２ｄ…側壁部、１２ｅ…側壁部、１２ｆ…側壁部、１３…下
ケース、１３ａ…上面開口部、１３ｂ…底板、１３ｃ…側壁部、１３ｄ…側壁部、１３ｅ
…側壁部、１３ｆ…側壁部、１４…電池セル、１５…電池モジュール、１６…圧力リリー
フ部、１７…制御基板、１８…正極端子、１９…負極端子、２０…正極タブ、２１…負極
タブ、２２…耐熱シート、２２ａ…シート本体、２３…Ｌ字状部材、２４…両面テープ、
２５…重なり部分、３１…フック部、３２…係合部、４１…耐熱シート、４１ａ…シート
本体、４２…皺加工部、５１…耐熱シート、５１ａ…シート本体、６１…係合ピン、６１
ａ…軸部、６１ｂ…抜け止め部、６２…係合穴部、６２ａ…細溝部、６２ｂ…挿通部、Ｆ
１、Ｆ２、Ｆ３…押圧力。
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